
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第２回委員会における検討結果 

第２回委員会ではワークショップ形式で４グループ（産業分野、観光・交流分野、生活・居住・滞在分野、医療・教育・社会分野）に分かれて討議を行いました。 

委員会資料（ＩＬＣからの距離別・時期別に想定される効果を例示した資料）を参照しながら、ＩＬＣ誘致・実現により「気仙地区で想定されること」及びそれらを実現するために必要なことについて討議しました。 

各分野共通の課題・施策案として「受け入れ・イノベーション・よりよい暮らしづくりに向けた連携や組織づくり」が重要なものとして挙げられています。 

以下に各グループ別の討議結果を整理しました。 

産業分野 
・準備期には 4 年の間に大船渡港そのものの物流拠点の建設をしないといけない。候補地としては永浜地区が候補

地となっている。永浜から物を運ぶとなると道路も重要になる。建設期が始まってから道路整備するのでは遅い。

コンテナを運ぶための整備も１、２年では対応できない。各峠を越えるための整備をしていくにはいかに早く道

路整備を訴えかけることができるかが準備のポイントになるのではないか。 

・永浜地区に（研究設備部品を）仮置するとなると検査場の併設も必要になる。 

・道路が改善されると生活圏も広がる。内陸への道路が良くなると、生活圏も拡大して、こちらからあちらへ、あ

ちらからこちらへの移動も容易になる。 

・準備期として必要なこととして、一関市や奥州市との交流がある。中心になる都市は市を挙げての熱量がすごい。

市内ではまだそれほどの熱量になっていないので中心拠点の団体と交流を持ち、熱量を感じてくることが大事。 

・建設期は検査場。そこは検査する方がいる。地元業者が如何に関わっていけるか、地元業者が検査場に必要なも

の（電気・水道・ガス）が必要になった際にすぐ対応できない可能性がある、何が必要か地元業者も含めて実際

スタートするまでの準備を進めることが重要。 

・そうなるとこの地方にも雇用創出の機会もあるのではないか。運用期には内陸からではなく、民間企業・個人そ

れぞれが得意分野を持ち寄って、イノベーションを行う研究会も必要。内陸では盛んに行われているので、企業

同士の繋がりも必要。 

・検査場に研究者が入ってくると、１万人くらいの人口増が見込まれ

る。道路が良くなれば住居提供もできるようになるのではないか。

その際には地場材の活用もできる。特に当班では道路を中心とし

たインフラ整備、拡充をして総合的な組織の検討、ＩＬＣのことに

ついて大船渡で聞くなら、コーディネーターとなるようなそうい

う組織が必要なのではないか。 

・大船渡市はやはり海。ＩＬＣから最も近い海が大船渡となる。海を

物流、観光の拠点として整備していきたい。 

 

 

 

観光・交流分野 
・観光・交流分野に関しては想定される効果が正直イメージしづらい所もあり、「建設段階では港湾を利用して資材

が送られる」ということで関係者の宿泊、工事業者の観光、買物などの各事業者の経済効果への期待が話し合わ

れた。 

・研究者の週末レジャー需要などの話も出た。 

・そういった効果をもたらすためにテーマとしては３つ。「受け容れ環境の向上」、「資源の活用」、「地域の底上げ」。 

・受容環境の向上に向けて、例えば国籍や宗教などの違い、ヴィーガン・ハラルなどの対応、足洗い場といった施

設的な対応、多言語対応を図る必要、文化を知ることに課題がある。 

・場合によっては研究者・家族の通勤圏になりうるので、海を生かすことが大事。外国の皆さんはシーフードも好

きなので、お刺身以外の食べ方や相性のよいワインなど複合的な価値創造ということも考えられる。 

・Ｗ杯でも「直近のビーチはどこか」という問い合わせもあ

った。宿泊が少ない。民泊は受けるのではないか。三陸鉄

道も欠かせない資源。車内放送も含めてふだんできない

コンテンツ、あるいは大船渡温泉も外国の方にとっては

価値ある資源。 

・底上げという点では市民の皆さんも受け容れに向けた勉

強を進めたり、プロモーションを動画などで切り開いて

いくことも大事なのではないか。 
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・大船渡線がないのが課題 
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 生活・居住・滞在分野 
・準備期間も含めてトータルで話をした。出てくるものは大船渡のもの中心になった。 

・ＩＬＣができて研究機関の方が来る場合、英語が必要。英語教育

は重点を置くべきということで、市、小中学生に英語の授業を重

点的に行い「誰もが英語が話せる文化」がある町ができるとよい

という意見が出た。 

・高校生や若い世代の意見、どうしても２０～３０年先の大船渡の

話なので高校生にも参画してもらうことで、もしかしたら驚くよ

うな意見もでるかもしれない。 

・現在も外国人の方が大船渡に多くいらしている。そういう方が大

船渡の良さ、悪さに色々な意見を持っている。そういった意見を

聞くことで、そういった方々を迎える対応が取れるのではない

か。 

・今までの歴史や伝統、文化などを知る機会が無くなってきてい

る。上棟式の餅まきなどが簡素化されて無くなってきている。知

らないでやらないのはよいとしても、20 年後になると上棟式す

らわからない人が大半になってくる。昔からの伝統を伝承する必

要がある。 

・外国人の研究者・家族にレジャーだけでなく、住んでもらうとい

うことも考えて、奥州市や北上市よりも踏み込んだ新しい発想、

空き家、道路、医療施設をリニューアルして、まちのみんなが英

語をしゃべることができる、そうしたことが居心地の良さに繋が

り、それで「選んで」もらえる。 

・海のよさや文化を知ってもらう。 

 

 

 

 

医療・教育・社会分野 
・今、外国人の方々が今大船渡でどういう状態にあるかという話で「WIFI 環境が乏しいので母国との連絡が難しい」

とのことだった。体験したことや地域の人から受けたことをすぐに発信する文化ができあがっているので WIFI 環

境を整えることが大事だということが挙がった。 

・国際交流は子供にとっては大人ほど外国人に抵抗がない。教育課程でも変化が出ている中、ＡＬＴも入って接す

る機会もある。そういったことでは抵抗感は少ないが、大人世代の方が抵抗があって話しかけられなかったりと

いう状態もあると思う。そこに大船渡の方が積極的に関わっていく場面作りが必要ではないか、地域の公民館活

動にも外国人を呼び込めるような環境づくりで大船渡をよい町だと捉えてもらえるようになるとよい。 

・教育ではカリキュラムがきついので地域や学童などにもＩＬＣ関係者を呼んで講師をやってもらったり、東南ア

ジア研修生を呼んで料理教室をやったり、交流を作ってはどうかという話があった。 

・食では保育園で人工衛星にちなんだ「はやぶさランチ」というのをやっているので、同様に「ＩＬＣランチ」のよ

うなメニューがあったら、意識も高まるのではないかということだった。 

・科学技術の分野の活性が高まることで、直接的に説明されても理解しきれないので、年代に合った説明の仕方で

伝え、科学の興味を喚起する機会もできるのではないか。 

・「見学して実体験すること」が重要。来てもらって話を聞くだけでなく、実際見に行く活動ができれば。小中学生

だけでなく、一般市民もバスツアーを実施すれば、我々も理解を深めて交流ができるのではないかと思った。 

・外国人受入には「自分の地域を知らなければ日本のよさを伝えられない」。教育場面では伝統芸能、郷土芸能など、

地域の良さを学ぶ機会をもって、対等に付き合える力を付けたい。 

・学校教育のカリキュラムはいっぱいになっている。小学生も６時間授業になっている。市の方針として「ＩＬＣ

教育をするのだ」というような位置づけがあれば取り組みやすい。 
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サロンで英語 
英語力向上 

実習生との交流
を生かして、文化
交流などにつな
げる 

外国人から見
た大船渡の変
な所、よい所 

外国人目線の
大船渡と魅力 

英語教育などの 
充実 

空き校舎などの
活用 
研究施設などに
利活用 

アクションプ
ラン策定に当
たって、高校
生など若い世
代の意見を聞
く 

中国、東南ア
ジアの人たち
がすでにいる
ので、その人
たちを誘っ
て、交流した
り意見を聞い
たりする 

相互理解 

空き家の利活用 

移住者へのアド
バイスを手厚く 

公共交通が衰退
している。 
県交通・ＢＲＴが
共存して 

内陸とのアクセ
ルを充実させる 

移動手段 
↓ 
居住場所 

大学や研究機
関に対し、用
地を提供する
ことで誘致す
る 

復興五輪を活用
した PR 

上棟式などの文
化 

七夕まつりに毎
年参加する外国
人や大学生がい
る 

盛岡 -花巻 -ILC
地域-大船渡を結
ぶ路線を作る 

郷土芸能のすば
らしさを地元の
子供たちも含め 
伝える 

地域の祭りや伝
承文化など情報
発信して仲間を
増やす 

地域の歴史や文
化を伝承する 

日本のお茶な
ど食文化を通
した交流 

サンアンドレ
ス公園などを
通したスペイ
ンとの交流文
化の周知 

子育て情報を
提供すること
で、住みやす
いまちになる 

企業から地域
への働きかけ
も大きな後押
しになる 

外国人の方の
U ターンが期
待できる 

企業の協力 行ってみたい大船渡 
もう一度きたい大船渡 

教育、科学への興味・関心 

大船渡で ILC
を推進するた
めのカリキュ
ラムを策定し
てみては 

学校で国際交
流を行うため
にも、市でカ
リキュラムを
作成するべき 

市の方針・教育課程の特化 

お互いの文化
を知る機会づ
くりの設定 

自分たちの地
域のよさ、日
本のよさも学
ぶことも(教え
る)必要 

地域文化の理解 
外国人も住みやすい環境づくり 

フリーWi-Fi が設置され
ている (大船渡中どこで
も)外国人にとって必要！ 

外国の方が暮らしやすい
環境を整えるとよい 
インバウンドにも期待で
きる 

国際交流協会
をつくる 
再開 

子どもたちの活
動(地区活動)や
イベントに一緒
に参加する 

子どもたちか
ら派生してい
く活動を考え
てみる 

ILC をもっとアピ
ール 
→「知る」から 
「理解」につなが
るしかけをする 

市民が見学で
きる機会をつ
くる 

宇宙や科学に
対する興味、
関心を系統的
に育成する 

社会科見学な
どで実際に体
験・実感する
ことができる 

人と人とのつながり活発化 

国
際
交
流 

外国語・英語教育の充実 

外国人の方々が
暮らしやすい大
船渡とは？ 

外国の人たちと
の積極的な交流 
(日常的なところ
から) 

外国人の方々
と地域・住民
が触れる機会
を多くする 受け入れる 

素地づくり 
外国人の方々の
つながりから
「大船渡」を発
信させていく 

日本語以外の言
語でも記載され
ている 
→外国の方に安
心感を持たせる 

市全体で国際
交流に親しむ
雰囲気をつく
る 

食文化交流 

「楽しさ」を
共有するきっ
かけづくり 
食を通してが
イチバン 

ILC をテーマ
にした(ヒッグ
スくんランチ)
メニューを出
す 

飲食店 

ILC「はやぶさ
ランチ」 
の継続 

 

地元の文化に
ふれたい人々
が多い 

地域のつなが
りが薄れてい
る。 
個人情報の保
護 

外国人に大船
渡の良さを発
信してもらう

大型バスで来
ても、宿泊す
る施設がない 

小売業・飲食
業へ売上増加 
↓ 
一時的なもの
にならないよ
うに！！ 

医療機関が少
ない 
↓ 
PR して医者
を呼ぶ 

ILC により優
秀な人材の流
出防止 

ILC 関連の人
を大船渡に住
まわせる。 
他地域以上に
魅力を活用 

定住・交流人
口が増えるこ
とでの人口減
少の抑制 

大船渡を選ん
でもらうメリ
ットの PR。 
他市町村との
競争 

公共交通機関
が衰退してい
ることによ
り、居住して
も移動手段が
ない 


